
別記

　　　　 第１号様式（第14条関係）

適 用 範 囲

　　　　　　　　 　　　　　令和4 年　7月　22日

㈱プレミックアス京都工場ほか１工場

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

・評価の見直しについては、原則として1年に1回検討すものとす
る。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

・各所の電灯等を省電力タイプへ変更を随時取替中。

認 証 番 号

令和2年度の基準年を目標と定め、部署内での削減推進をはか
る。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

導 入 年 月 日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　3年　11月　26日　　　　　　　　　　　　　　　　 　

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 名 称

氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）
株式会社　プレミックアス
代表取締役　川崎　潔

環境マネジメントシステム導入報告書

（ 宛 先 ） 京 都 府 知 事

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）
京都府長岡京市勝竜寺近竹１番地

注　認証番号の欄は、導入した環境マネジメントシステムについて第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

令和3年4月から令和5年3月度の平均で温室効果ガスを3％程度削
減する。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

・関連法規の遵守状況について、1か月に1回程度行っており、こ
れまで違反及び行政当局からの指摘はない。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

・当初の予定通りに取り組んでいる。

基 本 方 針

・事業所の冷暖房の設定値を±2度に設定し直す。
・プラント運転に対して連続運転を心掛け、使用電力を節電す
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・各
所の電灯等を省電力タイプへ変更する。


